
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 １２号 平成２８年１１月 認定こども園新町保育園広報誌 

 

新町中学３年生・新町第一小１年生との交流（年長児:みどり組） 
 

高崎駅見学（年中児:きみどり組）･上野動物園遠足（年長児:みどり組） 
 

地域との関わり 

もも０では、一人一人の生活リズムや発達に合わせてゆっ

たりと毎日を過ごしました。初めて参加する園行事はみんなとっても楽しそうでした。 

 新町のお祭りにも参加しています。毎年
１１月の第１日曜日に開催される商工祭で
は年長、年中、年少児が鼓隊演奏で参加して
います。商工祭は賑やかなお祭りで、道路で
の演奏では演奏する園児のすぐ隣まで見学
者がいます。１１月中旬のふれあいコンサ
ートでは中河原保育園、新町第二保育園の
年長児と合同で歌を発表しています。また、
３月実施の新町ひなまつりでは年長児が歌

とメロディオンで参加しています。 

 

 毎年秋に新町中学校の３年生が家庭科の授業の一環として、クラスごとに３日間来園します。

中学生が作った手づくりおもちゃで楽しんだり一緒にゲームをしたりして交流しています。 

 新町には高崎線新町駅があり、特急電車も停

まるため毎日多くの人が通勤、通学に利用して

います。また、新町は新幹線の高架線路も近く、

走っている新幹線も見る機会も多くあります。

電車という社会資源体験のため、年中児は高崎

駅の新幹線ホームで新幹線見学。年長児は新町

駅から特急電車に乗って上野動物園に遠足に

行っています。６月の年中児の新幹線ホームの

見学では駅員さんからの話を聞きますが、北陸

新幹線「かがやき」がものすごいスピードで通

過すると子どもたちの目が釘付けになります。

また、１１月実施の上野動物園遠足では行きは

特急電車の指定席、帰りは各駅停車と電車を変

えて体験しています。家庭ではほとんど車なの

で、電車に初めて乗る園児も毎年何人かいま

す。 

 

商工祭・ふれあいコンサート・新町ひなまつり 

 

 地域と共に歩む「こども園」として、園では地域との関わりを重視した活動を行っていま

す。これは、園児が「家庭や地域での生活を含め園児の生活全体が豊かなものになるよう努

める」という幼保連携型認定こども園教育・保育要領にも基づいているものです。園児が地

域の社会資源を体験したり地域の行事に参加するものが多いですが、地域の方が来園する

ものもあります。                         

 

 毎年６月に陸上自衛隊新町駐屯地を訪問してい
ます。駐屯地では高機動車（和製ハマーとも言われ

ている国産の自衛隊専用車）の幌の荷台に乗り駐
屯地内一周や、資料館の見学。また、自衛隊ラッパ
の演奏を聴いたりラッパを吹いてみたりと普段で
は出来ないことを体験しています。 
 

七五三のお参りに行きました 

   今年は於菊稲荷神社の本殿が建築中のため、仮神殿でのお参りでした。神主さんがクラス

ごとにお祓いをして「子どもたちが元気に大きくなれますように」と拝んで下さいました。 

 

自衛隊見学（年長児:みどり組・年中児:きみどり組） 

 

ラッパを吹かせてもらいました 高機動車は乗り心地抜群！ 

かっこいい車体に 

びっくり 

上野駅に到着 

新町ひなまつりは 

メロディオン演奏です 商工祭での鼓隊演奏 

神主さんと“はいポーズ” 

手作りおもちゃで遊んだよ 
ゲームをすると 

シールをもらえます 

お祓いしてもらいました 元気に大きくなれますように 

 また、新町第一小学校では毎年「生

活科：あきとあそぼう」と題して新町

保育園と上武大学附属幼稚園の年長

組を招待し、体育館で秋の素材を使っ

たおもちゃ等のお店を開いての交流

を行っています。 

 

北陸新幹線「はくたか」です 帰りはお昼寝です 


